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投票結果発表

物臭太郎とは・・・

物臭太郎杯 読書感想句コンクール

bef
ore after

本学の図書館（総合図書館中百舌鳥、経済・経営・法律系図書室、ヒューマンサイエンス系図書室、羽曳野図書センター、りんくう図書室）
所蔵の本を題材に、その内容をユーモアや風刺のセンスで表現した読書感想句（川柳）を募集し、応募作品の中から入選作品 10 句を選出。
さらに、その 10 句を対象に人気投票を実施しました。栄えあるベスト３はこちら！

たいへん物臭な太郎が、歌や連歌の才能によって、立身出世する御伽草子。
総合図書館中百舌鳥では、もと冊子本であったものを巻子に改装したものを所蔵。本巻は
絵巻系の中でも最も原絵巻に近いもので、且つ書写年代も原絵巻の成立時よりそれほど時
間が経過していない時のものとされ、慶長期を下らぬ頃のものとされています。
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「安部公房のこの作品は未読だけれど、ぞくっとする感じに、
　読んでみたいと思ったので。うまいこと言うなぁ、という印象。」

「読んでみたくなりました」
「私は実際にアリジゴクを見たことがあり、この句を見たときに
　アリジゴクがそう言っている想像ができたから。」

「うまくかかっているし、本の内容も
 気になったから」

「上手く環境問題の課題をとらえて
 いると思った」

物臭太郎賞は、投票数 54 票の内、13 票を獲得した
「真・夏休み」さんの読書感想句に決定！

金賞は、得票数 12 票の

「テンプル」さんの句！

【投票理由】※一部抜粋

【投票理由】※一部抜粋

「研究者をめざす学生にぜひとも
 読んでほしい。 マリア・スクォド
 フスカ氏とは、 マリー・キュリー氏
 のことです。」

「キュリー夫人と呼ばれがちなあの人の
 「科学者」としての話に興味がわいた
 から」

銀賞は、得票数９票の

「穂名一瑚果」さんの句！
【投票理由】※一部抜粋

上記以外の入選作品

（主催：学術情報センター図書館）
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